
単位数 課程・学科・学年

2 全日制・普通科・３年次

時期
月
週
日

単 元・題 材名
指導
時数

単元・題材で育成する資質・能力
＜単元・題材の評価規準＞

評価方法 　学習活動 主な言語活動
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

①知識・技能
日本文化の黎明を理解することができる。

日本文化の黎明のレ
ポート作成をとおして歴
史を考察する基本的な方
法を理解している。

日本文化の黎明に関する諸資料を収集することが
できる。

日本文化の黎明のレ
ポート作成をとおして資
料をもとに歴史を考察す
る技能を身につけてい
る。

②思考・判断・表現
日本文化の黎明について、比較・関連させながら表
現することができる。

日本文化の黎明のレ
ポート作成をとおして課
題について、比較、関連
を考えている。

③主体的に取り組む態度
日本文化の黎明について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

日本文化の黎明につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
古代国家の形成を理解することができる。

古代国家の形成の説明・
発表をとおして歴史を考
察する基本的な方法を理
解している。

古代国家の形成に関する諸資料を収集することが
できる。

古代国家の形成の説明・
発表をとおして資料をもと
に歴史を考察する技能を
身につけている。

②思考・判断・表現
古代国家の形成について、比較・関連させながら表
現することができる。

古代国家の形成の説明・
発表をとおして課題につ
いて、比較、関連を考え
ている。

③主体的に取り組む態度
古代国家の形成について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

古代国家の形成につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
古代の社会の変化を理解することができる。

古代の社会の変化の単
元末テストをとおして歴史
を考察する基本的な方法
を理解している。

古代の社会の変化に関する諸資料を収集すること
ができる。

古代の社会の変化の単
元末テストをとおして資料
をもとに歴史を考察する
技能を身につけている。

②思考・判断・表現
古代の社会の変化について、比較・関連させながら
表現することができる。

古代の社会の変化の単
元末テストをとおして課題
について、比較、関連を
考えている。

③主体的に取り組む態度
古代の社会の変化について、関心をもち課題意識
を高めることができる。

古代の社会の変化につ
いて、関心と課題意識を
高めている。

①知識・技能
中世国家の形成を理解することができる。

中世国家の形成の説明・
発表をとおして歴史を考
察する基本的な方法を理
解している。

中世国家の形成に関する諸資料を収集することが
できる。

中世国家の形成の説明・
発表をとおして資料をもと
に歴史を考察する技能を
身につけている。

②思考・判断・表現
中世国家の形成について、比較・関連させながら表
現することができる。

中世国家の形成の説明・
発表をとおして課題につ
いて、比較、関連を考え
ている。

③主体的に取り組む態度
中世国家の形成について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

中世国家の形成につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
中世社会の展開を理解することができる。

中世社会の展開の説明・
発表をとおして歴史を考
察する基本的な方法を理
解している。

中世社会の展開に関する諸資料を収集することが
できる。

中世社会の展開の説明・
発表をとおして資料をもと
に歴史を考察する技能を
身につけている。

②思考・判断・表現
中世社会の展開について、比較・関連させながら表
現することができる。

中世社会の展開の説明・
発表をとおして課題につ
いて、比較、関連を考え
ている。

③主体的に取り組む態度
中世社会の展開について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

中世社会の展開につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
近世国家の形成を理解することができる。

近世国家の形成のレ
ポート作成をとおして歴
史を考察する基本的な方
法を理解している。

近世国家の形成に関する諸資料を収集することが
できる。

近世国家の形成のレ
ポート作成をとおして資
料をもとに歴史を考察す
る技能を身につけてい
る。

科目名 使用教科書名（出版社）

日本史研究A 史料で探る茨城の歴史（山川出版社）

科目の目標

我が国の歴史の展開を諸資料に基づき地理的条件や世界の歴史と関連付けて総合的に考察させ、我が国の伝統と文化の特色についての認識を深めさせるこ
とによって、歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

４月
前半
８日

(1) 原始・古代の日本と東ア
ジア
　イ　日本文化の黎明と古
代国家の形成

4

○原始の社会の概容とその変
化にも触れ、小国の形成や互
いの抗争と邪馬台国によるそ
れらの連合等について、東ア
ジア世界との交流によっても
たらされた文物・制度の影響
にも着目しながら考察する。

○レポート発表をも
とにグループで相互
評価し、自分の意見
を説明する。

○中国の歴史書の読
解の際に，国語で育成
した資質・能力を活用
する。

５月
前半
８日

(1) 原始・古代の日本と東ア
ジア
　ウ　古代国家の推移と社
会の変化

4

○密教や浄土教の変容、仮名
文字の成立による和歌や女流
文学の発達について、当時の
貴族の生活と関連させながら
考察する。

○グループに分か
れて考察内容を発
表し合い、比較・検
討をとおして考察を
深める。

○絵画資料を扱う際
に，美術で育成した資
質・能力を活用する。

４月
後半
８日

(1) 原始・古代の日本と東ア
ジア
　イ　日本文化の黎明と古
代国家の形成

4

○東アジア世界との交流の諸
相を踏まえ、畿内など各地に
残る文化財の特色に着目し
て、仏教文化が時代とともにど
のように移り変わったかを考
察する。

○資料をもとに話し
合い活動を通して
自分の意見を説明
させる。

○絵画資料を扱う際
に，美術で育成した資
質・能力を活用する。

６月
前半
８日

(2) 中世の日本と東アジア
　ウ　中世社会の展開

4

○中世社会がどのように展
開・変貌し、今日とのつながり
が深い近世社会の特色が現
れてきたかを、南北朝の動乱
や応仁の乱後の戦国大名によ
る領国経営などに留意して考
察する。

○資料をもとに話し
合い活動を通して
自分の意見を説明
させる。

○史料読解の際に，国
語で育成した資質・能
力を活用する。

５月
後半
８日

(2) 中世の日本と東アジア
　イ　中世国家の形成

4

○鎌倉幕府の性格を、領主層
による土地支配や公武関係の
実態に着目して、多面的・多角
的に考察する。

○資料をもとに話し
合い活動を通して
自分の意見を説明
させる。

○中国の歴史書の読
解の際に，国語で育成
した資質・能力を活用
する。

６月
後半
８日

(3) 近世の日本と世界
　イ　近世国家の形成

4

○織豊政権や江戸幕府によっ
て、中世とは異なる近世国家
が成立していく過程や近世社
会の特質について、世界の動
向と関連させて
考察する。

○レポート発表をも
とにグループで相互
評価し、自分の意見
を説明する。

○農業や工業の技術
発達について学習する
際に，中学校で学んだ
技術で育成した資質・
能力を活用する。



②思考・判断・表現
近世国家の形成について、比較・関連させながら表
現することができる。

近世国家の形成のレ
ポート作成をとおして課
題について、比較、関連
を考えている。

③主体的に取り組む態度
近世国家の形成について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

近世国家の形成につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
近世国家の形成を理解することができる。

近世国家の形成の単元
末テストをとおして歴史を
考察する基本的な方法を
理解している。

近世国家の形成に関する諸資料を収集することが
できる。

近世国家の形成の単元
末テストをとおして資料を
もとに歴史を考察する技
能を身につけている。

②思考・判断・表現
近世国家の形成について、比較・関連させながら表
現することができる。

近世国家の形成の単元
末テストをとおして課題に
ついて、比較、関連を考
えている。

③主体的に取り組む態度
近世国家の形成について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

近世国家の形成につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
幕藩体制の変容を理解することができる。

幕藩体制の変容の単元
末テストをとおして歴史を
考察する基本的な方法を
理解している。

幕藩体制の変容に関する諸資料を収集することが
できる。

幕藩体制の変容の単元
末テストをとおして資料を
もとに歴史を考察する技
能を身につけている。

②思考・判断・表現
幕藩体制の変容について、比較・関連させながら表
現することができる。

幕藩体制の変容の単元
末テストをとおして課題に
ついて、比較、関連を考
えている。

③主体的に取り組む態度
幕藩体制の変容について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

幕藩体制の変容につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
立憲体制の成立を理解することができる。

立憲体制の成立の単元
末テストをとおして歴史を
考察する基本的な方法を
理解している。

立憲体制の成立に関する諸資料を収集することが
できる。

立憲体制の成立の単元
末テストをとおして資料を
もとに歴史を考察する技
能を身につけている。

②思考・判断・表現
立憲体制の成立について、比較・関連させながら表
現することができる。

立憲体制の成立の単元
末テストをとおして課題に
ついて、比較、関連を考
えている。

③主体的に取り組む態度
立憲体制の成立について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

立憲体制の成立につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
近代日本の国際関係の推移を理解することができ
る。

近代日本の国際関係の
推移の説明・発表をとお
して歴史を考察する基本
的な方法を理解してい
る。

近代日本の国際関係の推移に関する諸資料を収
集することができる。

近代日本の国際関係の
推移の説明・発表をとお
して資料をもとに歴史を
考察する技能を身につけ
ている。

②思考・判断・表現
近代日本の国際関係の推移について、比較・関連
させながら表現することができる。

近代日本の国際関係の
推移の説明・発表をとお
して課題について、比較、
関連を考えている。

①主体的に取り組む態度
近代日本の国際関係の推移について、関心をもち
課題意識を高めることができる。

近代日本の国際関係の
推移について、関心と課
題意識を高めている。

①知識・技能
近代産業の発展を理解することができる。

近代産業の発展のレ
ポート作成をとおして歴
史を考察する基本的な方
法を理解している。

近代産業の発展に関する諸資料を収集することが
できる。

近代産業の発展のレ
ポート作成をとおして資
料をもとに歴史を考察す
る技能を身につけてい
る。

②思考・判断・表現
近代産業の発展について、比較・関連させながら表
現することができる。

近代産業の発展のレ
ポート作成をとおして課
題について、比較、関連
を考えている。

③主体的に取り組む態度
近代産業の発展について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

近代産業の発展につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
政党政治の発展を理解することができる。

政党政治の発展の説明・
発表をとおして歴史を考
察する基本的な方法を理
解している。

政党政治の発展に関する諸資料を収集することが
できる。

政党政治の発展の説明・
発表をとおして資料をもと
に歴史を考察する技能を
身につけている。

②思考・判断・表現
政党政治の発展について、比較・関連させながら表
現することができる。

政党政治の発展の説明・
発表をとおして課題につ
いて、比較、関連を考え
ている。

③主体的に取り組む態度
政党政治の発展について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

政党政治の発展につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
第一次世界大戦を理解することができる。

第一次世界大戦の説明・
発表をとおして歴史を考
察する基本的な方法を理
解している。

第一次世界大戦に関する諸資料を収集することが
できる。

第一次世界大戦の説明・
発表をとおして資料をもと
に歴史を考察する技能を
身につけている。

７月
前半
８日

(3) 近世の日本と世界
　イ　近世国家の形成

4

○織豊政権期と江戸時代初期
の文化の特色を、対外交流の
動向や各地の都市の成長など
と関
連付けて考察する。

○資料をもとに話し
合い活動を通して
自分の意見を説明
させる。

○史料読解の際に，国
語で育成した資質・能
力を活用する。

６月
後半
８日

(3) 近世の日本と世界
　イ　近世国家の形成

4

○織豊政権や江戸幕府によっ
て、中世とは異なる近世国家
が成立していく過程や近世社
会の特質について、世界の動
向と関連させて
考察する。

○レポート発表をも
とにグループで相互
評価し、自分の意見
を説明する。

○農業や工業の技術
発達について学習する
際に，中学校で学んだ
技術で育成した資質・
能力を活用する。

９月
前半
８日

(4) 近代日本の形成と世界
　ア　明治維新と立憲体制
の成立

4

○我が国の領土がロシアなど
との間で国際的に画定された
ことを考察させるとともに、我
が国が国際法上正当な根拠
に基づき竹島、尖閣諸島を正
式に領土に編入した経緯も取
り上げる。

○グループに分か
れて考察内容を発
表し合い、比較・検
討をとおして考察を
深める。

○農業や工業の技術
発達について学習する
際に，中学校で学んだ
技術で育成した資質・
能力を活用する。

７月
後半
８日

(3) 近世の日本と世界
　ウ　産業経済の発展と幕
藩体制の変容

4

○農村工業の発達などにみら
れる近代工業の芽生え、洋学
や国学など新たな学問・思想
の発展とその社会的な影響、
寺子屋など庶民教育機関の普
及や出版文化の発達に着目さ
せ、近代を準備する新しい要
素の形成について考察する。

○グループに分か
れて考察内容を発
表し合い、比較・検
討をとおして考察を
深める。

○史料読解の際に，国
語で育成した資質・能
力を活用する。

10月
前半
８日

(4) 近代日本の形成と世界
　ウ　近代産業の発展と近
代文化

4

○殖産興業政策を基礎に、金
融や交通・通信など産業基盤
の整備が進められ、松方財政
を契機に資本の蓄積が進み、
繊維工業、軍需工業を中心と
した産業の急速な発展によっ
て我が国の資本主義が確立し
たことを考察する。

○レポート発表をも
とにグループで相互
評価し、自分の意見
を説明する。

○農業や工業の技術
発達について学習する
際に，中学校で学んだ
技術で育成した資質・
能力を活用する。

９月
後半
８日

(4) 近代日本の形成と世界
　イ　国際関係の推移と立
憲国家の展開

4

○条約改正の経緯に着目し
て、諸法典の整備など国内体
制の確立が図られたことを考
察する。

○資料をもとに話し
合い活動を通して
自分の意見を説明
させる。

○絵画資料を扱う際
に，美術で育成した資
質・能力を活用する。

11月
前半
８日

(5) 両世界大戦期の日本と
世界
　イ　第一次世界大戦と日
本の経済・社会

4

○第一次世界大戦以前の国
際関係、その戦禍や影響、
ヴェルサイユ体制・ワシントン
体制など国際的な協調体制、
中国・朝鮮ほか世界的な民族
運動の高揚、ロシア革命とそ
の影響などに着目して、国際
社会における日本の立場や対
外政策の変化ついて考察す
る。

○資料をもとに話し
合い活動を通して
自分の意見を説明
させる。

○史料読解の際に，国
語で育成した資質・能
力を活用する。

10月
後半
８日

(5) 両世界大戦期の日本と
世界
　ア　政党政治の発展と大
衆社会の形成

4

○デモクラシーの思潮など国
内外の政治思想や、都市化の
進展など経済・文化の新たな
状況に着目して、日露戦争頃
からの国民各層の政治意識の
変化、第一次護憲運動や米騒
動、原敬内閣の成立、普選運
動や護憲三派内閣の成立など
について考察する。

○グループに分か
れて考察内容を発
表し合い、比較・検
討をとおして考察を
深める。

○政党内閣の成立に
関して政治・経済の内
容を活用する。



②思考・判断・表現
第一次世界大戦について、比較・関連させながら表
現することができる。

第一次世界大戦の説明・
発表をとおして課題につ
いて、比較、関連を考え
ている。

③主体的に取り組む態度
第一次世界大戦について、関心をもち課題意識を
高めることができる。

第一次世界大戦につい
て、関心と課題意識を高
めている。

①知識・技能
1910年代の経済・社会を理解することができる。

1910年代の経済・社会の
単元末テストをとおして歴
史を考察する基本的な方
法を理解している。

1910年代の経済・社会に関する諸資料を収集する
ことができる。

1910年代の経済・社会の
単元末テストをとおして資
料をもとに歴史を考察す
る技能を身につけてい
る。

②思考・判断・表現
1910年代の経済・社会について、比較・関連させな
がら表現することができる。

1910年代の経済・社会の
単元末テストをとおして課
題について、比較、関連
を考えている。

③主体的に取り組む態度
1910年代の経済・社会について、関心をもち課題
意識を高めることができる。

1910年代の経済・社会に
ついて、関心と課題意識
を高めている。

①知識・技能
第二次世界大戦と日本を理解することができる。

第二次世界大戦と日本
の単元末テストをとおして
歴史を考察する基本的な
方法を理解している。

第二次世界大戦と日本に関する諸資料を収集する
ことができる。

第二次世界大戦と日本
の単元末テストをとおして
資料をもとに歴史を考察
する技能を身につけてい
る。

②思考・判断・表現
第二次世界大戦と日本について、比較・関連させな
がら表現することができる。

第二次世界大戦と日本
の単元末テストをとおして
課題について、比較、関
連を考えている。

③主体的に取り組む態度
第二次世界大戦と日本について、関心をもち課題
意識を高めることができる。

第二次世界大戦と日本に
ついて、関心と課題意識
を高めている。

①知識・技能
現代日本と国際社会を理解することができる。

現代日本と国際社会の
単元末テストをとおして歴
史を考察する基本的な方
法を理解している。

現代日本と国際社会に関する諸資料を収集するこ
とができる。

現代日本と国際社会の
単元末テストをとおして資
料をもとに歴史を考察す
る技能を身につけてい
る。

②思考・判断・表現
現代日本と国際社会について、比較・関連させなが
ら表現することができる。

現代日本と国際社会の
単元末テストをとおして課
題について、比較、関連
を考えている。

③主体的に取り組む態度
現代日本と国際社会について、関心をもち課題意
識を高めることができる。

現代日本と国際社会につ
いて、関心と課題意識を
高めている。

①知識・技能
現代日本の国民生活の変化を理解することができ
る。

現代日本の国民生活の
変化の単元末テストをと
おして歴史を考察する基
本的な方法を理解してい
る。

現代日本の国民生活の変化に関する諸資料を収
集することができる。

現代日本の国民生活の
変化の単元末テストをと
おして資料をもとに歴史
を考察する技能を身につ
けている。

②思考・判断・表現
現代日本の国民生活の変化について、比較・関連
させながら表現することができる。

現代日本の国民生活の
変化の単元末テストをと
おして課題について、比
較、関連を考えている。

③主体的に取り組む態度
現代日本の国民生活の変化について、関心をもち
課題意識を高めることができる。

現代日本の国民生活の
変化について、関心と課
題意識を高めている。
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11月
前半
８日

(5) 両世界大戦期の日本と
世界
　イ　第一次世界大戦と日
本の経済・社会

4

○第一次世界大戦以前の国
際関係、その戦禍や影響、
ヴェルサイユ体制・ワシントン
体制など国際的な協調体制、
中国・朝鮮ほか世界的な民族
運動の高揚、ロシア革命とそ
の影響などに着目して、国際
社会における日本の立場や対
外政策の変化ついて考察す
る。

○資料をもとに話し
合い活動を通して
自分の意見を説明
させる。

○史料読解の際に，国
語で育成した資質・能
力を活用する。

12月
前半
８日

(5) 両世界大戦期の日本と
世界
　ウ　第二次世界大戦と日
本

4

○中国との戦争の勃発とその
長期化、それがもたらした欧米
諸国との外交関係の変化、国
内経済や国民生活への影響、
学問・思想・教育などの分野に
おける統制などに着目して、
我が国で全体主義的な国家体
制が進展し、やがて米英等の
諸国との戦争に拡大していっ
た過程について考察する。

○グループに分か
れて考察内容を発
表し合い、比較・検
討をとおして考察を
深める。

○冷戦体制の形成に
つながる状況を理解す
る際に、政治・経済の
学習内容を活用する。

11月
後半
８日

(5) 両世界大戦期の日本と
世界
　イ　第一次世界大戦と日
本の経済・社会

4

○この時期の急激な経済上の
変化が日本の社会にどのよう
な影響をもたらし、それが大戦
の終結や関東大震災に伴って
どのように顕在化したかにつ
いて考察する。

○グループに分か
れて考察内容を発
表し合い、比較・検
討をとおして考察を
深める。

○農業や工業の技術
発達について学習する
際に，中学校で学んだ
技術で育成した資質・
能力を活用する。

指導時間数の計

1月
～

３月

(6) 現代の日本と世界
　イ　経済の発展と国民生
活の変化

8

○経済の国際化が進む中で、
先進国としての国際的地位の
確立、人々の行動範囲の海外
への拡大、国際交流の活発化
などが国民生活に与えた影響
を考察する。

○グループに分か
れて考察内容を発
表し合い、比較・検
討をとおして考察を
深める。

○情報化社会の広がり
について、情報の能力
を活用する。

1月
前半
４日

(6) 現代の日本と世界
　ア　現代日本の政治と国
際社会

2

○東西関係を軸とする世界の
動向の中で国連に加盟し国際
社会への復帰を果たしたこと、
経済・文化を含む国際交流や
ＯＤＡ、冷戦の終結を契機とし
たＰＫＯなどの国際貢献も含め
て、我が国が国際社会におい
て重要な役割を果たしてきて
いることを考察する。

○資料をもとに話し
合い活動を通して
自分の意見を説明
させる。

○日本の国際貢献に
ついて理解を深める際
に、政治・経済の学習
内容を活用する。


